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1．日時                                                       

令和 7年 2月 1日（土） 12時～16時 30分 ／ 2月 2日（日）10時～16時 

 

２．場所                                                      

板橋区立エコポリスセンター（板橋区前野町 4-6-1） 

 

３．主催                                                      

板橋区 

 

４．企画・運営                                                  

環境なんでも見本市実行委員会 

 

５．趣旨                                                  

未来の子どもたちにより良い地球環境を残していくため、私たち一人ひとりが身近な環境課題に取

り組むことが求められています。本イベントは区内最大の環境イベントとして、主に板橋区内で実

施されている様々な環境活動や環境にやさしい暮らし方を紹介します。持続可能な社会をつくるた

めに、来場者が見学、体験を通して今からできる環境行動の“出会いと発見”の場としていただく

ことを目的としています。また同時に、参加された区民・団体・学校・企業などの情報交換、交流

の場としてもご活用いただけます。 

 

６．テーマ 

「はじめよう、自分
じ ぶ ん

にできること！」 

７．出展者 

計 58団体・個人 

 

■団体（21） 

赤塚公園ニリンソウを守る会／いたばしエコ塾／板橋区・生活クラブ運動グループ地域協議会／

板橋区の蝶を調査する会／いたばしパントリー連絡会／一般社団法人 板橋区建設関連協会／一般

社団法人 ソーラーシステム振興協会／一般社団法人 たねまき／エコ紙漉きはがき絵の会／NPO 法

人 いた・エコ・ネット／NPO 法人 SDGs いたばしネットワーク／NPO 法人 センスオブアース・市

民による自然共生パンゲア／NPO 法人 東京城北環境カウンセラー協議会／NPO 法人 水未来人（み

ずみくにん）／おもちゃの病院 板橋／オール東京 62「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」

／カフェ ハートワーク・こすもす／社会福祉法人 むくどり パン工房イクトス／新婦人絵手紙

サークル／東京都地球温暖化防止活動推進センター（クール・ネット東京）／和紙ちぎり絵の会     

 

   ■個人（1） 

   板橋ハシブトガラス 

 

Ⅰ．「第 24回 環境なんでも見本市」実施概要 
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■保育園（1） 

板橋区立若木保育園 

 

■小中学校（8） 
＊「子ども環境大使」任命校 （ユネスコスクール加盟校・申請校） 

板橋区立板橋第二小学校＊／板橋区立板橋第七小学校＊／板橋区立桜川小学校＊／板橋区立蓮根第二

小学校＊/板橋区立緑小学校＊／板橋区立高島第一中学校＊／板橋区立西台中学校 環境科学部＊／板

橋区立赤塚第二中学校 

 

■大学・専門学校（4） 

学校法人タイケン学園 日本ペットアンドアニマル専門学校／TABETE レスキュー直売所（大東文

化大学）／ボラガール（東京家政大学）／早稲田大学 環境ロドリゲス Precious Plastic Waseda 

 

■企業（11） 

味の素 AGF 株式会社／株式会社 空調服／株式会社 志村製函所／株式会社 増渕商店／株式会社 

マップ／【壁紙工房】りあらいずぷらす／東京ガス 株式会社／東京都チャレンジドプラス TOPPAN 

株式会社／トヨタ 自動車株式会社／パナソニック 株式会社エレクトリックワークス社／ライオ

ン 株式会社 

 

■行政（9） 

板橋区立赤塚植物園／板橋区環境政策課 環境教育係／板橋区環境政策課 自然環境保全係／板橋

区環境政策課 脱炭素社会推進係／板橋区資源循環推進課 資源循環協働係・板橋東清掃事務所／

板橋区立エコポリスセンター／かんきょう観察（板橋区立エコポリスセンター）／板橋区立リサ

イクルプラザ／東京二十三区清掃一部事務組合 板橋清掃工場 

 

 ■板橋のいっぴん（3） 

   おにぎり鈴丸／ときわ台 栄太楼／綿帽子 

  

８．内容 

（１）展示 

各出展者が取り組む環境課題や環境活動について、資料や画像、成果物、作品等によって紹介。出

展者が取り組む SDGs（持続可能な開発目標）※の目標番号や担当者からのひとこと（任意）、展示に

関するクイズも掲示した。  

出展者内訳： 団体 20、個人 1、保育園 1、小中学校 8、大学・専門学校 4、企業 10、行政 9 計 53 

 

（２）環境クイズラリー 

各出展ブースを回りながら環境について楽しく学べるクイズラリーを実施。参加者には花の苗や出

展者提供の手作り作品、ノベルティ等の景品をプレゼントした。 

出題者内訳： 団体 20、個人 1、小中学校 8、大学・専門学校 4、企業 10、行政 8 計 51 

 

（３）体験コーナー 

自然物・リユース素材を使った工作やいきものふれあいコーナー、フードドライブ、スケルトン清

掃車の展示など、環境保全、SDGsについて楽しく学べる体験コーナーを開催した。 
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出展者内訳： 団体 16、大学・専門学校 3、企業 6、行政 3 計 28 （体験コーナー29） 

 

（４）特設コーナー・食品販売 

 より多くの方に来場いただき、見本市を楽しんでいただくために、カフェこすもす（エコポリスセ

ンター地下 1階）・おもちゃの病院が特別営業を行った。また地産地消の食品販売コーナー（パン

工房イクトス、板橋のいっぴんコーナー）、木とふれあう「もくもく広場」（間伐材の積み木と森や

自然に関する絵本のコーナー）も設置した。 

 

９．開催スケジュール 

・令和 6年 8月 15日（木）～9月 5日（木）： 実行委員募集 

・9月 10日（火）：第 1回実行委員会 

・10月 8日（金）：第 2回実行委員会 

・10月 15日（火）～11月 15日（金）： 出展者募集 

・11月 20日（水）：第 3回実行委員会 

 ・～12月 3日（火）： 出展確定の連絡 

・令和 7年 1月 8日（水） ： 第 4回実行委員会・出展者説明会 

・2月 1日（土）・2日（日）： 「見本市」開催＊ 

・2月 27日（木）：第 4回実行委員会 

 

 ＊：2 月 1 日（土）9:00～11:30 に出展者の内覧会を実施。また出展者が集まり、2 月 1 日（土）に開会式・終

礼、2 月 2 日（日）に朝礼・閉会式を行った。 

 

10．出展者説明会 

日時：令和 7年 1月 8日（水）14時～15時 30分 

場所：エコポリスセンター地下 1階 視聴覚ホール 

参加者数：40団体・52名 

参加団体：赤塚公園ニリンソウを守る会／いたばしエコ塾／板橋区・生活クラブ運動グループ地域協

議会／板橋区の蝶を調査する会／いたばしパントリー連絡会／一般社団法人 板橋区建設関連協会

／一般社団法人 ソーラーシステム振興協会／エコ紙漉きはがき絵の会／NPO 法人 SDGs いたばしネ

ットワーク／NPO 法人 センスオブアース・市民による自然共生パンゲア／NPO 法人 東京城北環境

カウンセラー協議会／NPO 法人 水未来人（みずみくにん）／おもちゃの病院 板橋／オール東京

62「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」／新婦人絵手紙サークル／東京都地球温暖化防止活動

推進センター（クール・ネット東京）／和紙ちぎり絵の会／板橋ハシブトガラス／板橋区立板橋第

二小学校／板橋区立桜川小学校／板橋区立赤塚第二中学校／TABETE レスキュー直売所（大東文化

大学）／ボラガール（東京家政大学）／早稲田大学 環境ロドリゲス Precious Plastic Waseda／

味の素 AGF 株式会社／株式会社 空調服／株式会社 志村製函所／株式会社 増渕商店／株式会社 マ

ップ／【壁紙工房】りあらいずぷらす／東京都チャレンジドプラス TOPPAN 株式会社／トヨタ自動

車 株式会社／パナソニック株式会社エレクトリックワークス社／ライオン 株式会社／板橋区立赤

塚植物園／板橋区環境政策課 環境教育係／板橋区環境政策課 自然環境保全係／板橋区立エコポリ

スセンター／かんきょう観察（板橋区立エコポリスセンター）／東京二十三区清掃一部事務組合 

板橋清掃工場 
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11．広報展開 

（１）エコポリスセンター広報物 

季刊誌エコポ、月刊エコポ、ポスター・チラシ（区内小中学校・保育園・CAP'S 児童館・区内公共施

設・東武東上線大山駅＊／ときわ台駅＊・近隣商業施設等に配布）、エコポリスセンターホームペー

ジ、Facebook、X、Instagram （※ポスター、チラシについては巻末資料参照。） 

 

（２）板橋区役所広報物 

広報いたばし、区設掲示板、ホームページカルーセル、広告付電子表示板、赤塚支所＊・区役所プロ

モーションコーナー展示、いたばし環境管理ニュース、校長会、園長会（区立私立）、区役所 LINE＊、

Yahoo! ニュース（板橋地域）＊、東京都特例区互助組合広報紙「ライフアップ 21」＊ 

 

（３）取材対応 

   板橋経済新聞＊、J:COM、いたばし TIMES 

    ＊：今回新規に広報展開したもの 

    

12．来場者数および参加者数 

（１）来場者数： 2月 1日（土）1,859名、2月 2日（日）2,135名 計 3,994名 

（２）環境クイズラリー 参加者数： 2月 1日（土）325名、2月 2日（日）387名 計 712名 

（３）体験コーナー 参加者数： 2月 1日（土）2,593名、2月 2日（日）3,294名  計 5,887名 

 

※SDGs（Sustainable Development Goals）とは「持続可能な開発目標」のこと。2015 年に国連総会

で 193 ヵ国が合意した、2030 年までに達成をめざす国際目標です。板橋区およびエコポリスセンタ

ーは SDGsを支援しています。 
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１3．開催にあたり  ～板橋区長より～  
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１．日時： 2月 1日（土） 12 時～16時 30分 ／ 2月 2日（日）10時～16時 

２．場所： エコポリスセンター 地下 1階～3階 

３．出展者および出展内容 

出展者内訳： 団体 21、個人 1、保育園 1、小中学校 8、大学・専門学校 4、企業 11、行政 9、 

板橋のいっぴん 3  計 58 

（以下、区分ごとに 50 音順で紹介。出展ブースの位置は p.22「会場 MAP」を参照ください。） 

 

（１）団体 

ブース No.39          団体 

出展者名 赤塚公園ニリンソウを守る会 

出展タイトル ニリンソウの一年と季節の植物 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
11, 15 

出展内容の紹介 

赤塚公園ニリンソウ自生地に咲く「区の花 ニリンソウの一年」と周囲を彩

る「山野草」を花暦のように紹介し、区民の皆さんに、山野草を身近に感

じていただき、保護活動への関心を高めたいと思います。 

 

ブース No.45 団体 

出展者名 いたばしエコ塾 

出展タイトル プラスチック資源はどこに行く？？ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
9, 12, 13, 14, 15 

出展内容の紹介 

プラスチックの排出量の多くが焼却（エネルギーリカバリー）され、リサイク

ル率はとても低いのが現状です。板橋区では今年度からプラスチックも資

源として回収が始まりました。区民が資源として出したプラスチックのリサ

イクルと資源を出すときの注意について展示します。 

体験コーナータイトル 蜜ろうと端切れで作るエコラップ 

 

ブース No.31 団体 

出展者名 板橋区･生活クラブ運動グループ地域協議会 

出展タイトル 住みやすいまちづくりを一緒に考えましょう 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 11, 12 

出展内容の紹介 

生活クラブから生まれた様々な団体が参加し、私たちが住みやすいまち

づくりを考えるための協議会です。地域の課題をいろいろな立場の者が

考えて解決することを目的に、地域に必要な機能を作る活動や、議会に

私たち市民の声を代理人に託して送る活動もしています。 

体験コーナータイトル こねこね石けんで作ってみよう！！ 

Ⅱ．実施結果 
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ブース No.29 団体 

出展者名 板橋区の蝶を調査する会 

出展タイトル 板橋区で見られる蝶 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
11, 15  

出展内容の紹介 

生態系の保護・回復・持続可能な利用の推進には、現在の生態系の状況

を把握することが必要です。「板橋区の蝶を調査する会」では、板橋区の

蝶を主体にした観察・調査を 19年間継続しています。ここでは、今までに

観察してきた結果から、「板橋で見られる蝶」をパネルや標本でお知らせ

します。 

 

ブース No.28 団体 

出展者名 いたばしパントリー連絡会 

出展タイトル 出張フードドライブ実施中 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
1, 2, 12 

出展内容の紹介 
板橋区内のフードバンク、パントリー実施団体によるフードドライブ活動の

実施と各団体についてご紹介します。 

体験コーナータイトル フードドライブに参加してみよう！ 

 

ブース No.37 団体 

出展者名 一般社団法人 板橋区建設関連協会 

出展タイトル 木について学びましょう 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
12, 15 

出展内容の紹介 

木は私たちの身近にあるものです。家を建てるときに使われたり、家具に

使われたり、紙の原材料になったり、私たちの身近にはある木は、どのよ

うに育ち、私たちのところに来るのでしょうか？ そんな身近で大切な木に

ついて学んでください。 

体験コーナータイトル 木の葉書に絵を描こう 

 

ブース No.32 団体 

出展者名 一般社団法人 ソーラーシステム振興協会 

出展タイトル 太陽熱を利用しよう！ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 12, 13 

出展内容の紹介 

再生可能エネルギーである太陽エネルギーで、屋根でお湯を作り給湯暖

房に利用する「そらエネ」（太陽熱利用システム）について紹介します。も

ちろん、CO₂削減に有効です。 

体験コーナータイトル 太陽熱温水器を作ってみよう！ 
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ブース No.42 団体 

出展者名 一般社団法人 たねまき 

出展タイトル 竹紙 ORIGAMIワークショップ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
3, 4, 8, 9, 11, 12, 15, 17 

出展内容の紹介 

日本の竹 100％でできた「竹紙（たけがみ）」でおりがみ！ 竹林整備で伐

採されても使い道もなく厄介者の竹、毎年およそ 1万トンが紙の原料にな

り、里山保全や地域経済に貢献しています。その竹紙で作った折紙やノ

ートなどの竹紙商品を紹介します。 

体験コーナータイトル 竹紙 ORIGAMIワークショップ 

 

ブース No.46 団体 

出展者名 エコ紙漉きはがき絵の会 

出展タイトル 牛乳パックではがきを作ろう 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
14, 15 

出展内容の紹介 

牛乳パックからパルプを作り、漉いてはがきを作ります。そのはがきにい

ろいろな画材で作画し、作品にしています。おみやげにしおりと牛乳パッ

クに千代紙をはった小箱を用意しています。 

体験コーナータイトル 牛乳パックではがきを作ろう 

 

ブース No.38 団体 

出展者名 NPO法人 いた･エコ･ネット  

出展タイトル 設立 10年目の環境 NPO 活動紹介 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

設立 10年目の環境 NPO 活動内容 

①オーガニックコットンの栽培普及活動 

②福島被災地（広野町）ボランティア活動 

③自然エネルギー普及活動 

④環境教育実践活動 

⑤5R推進・普及活動 の 5つのプロジェクト活動を行っています。 

体験コーナータイトル オーガニックコットンを使って小物を作ろう 
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ブース No.36 団体 

出展者名 NPO法人 SDGｓいたばしネットワーク 

出展タイトル ようこそ いたばしのＳDGsへ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
1, 4, 10, 11, 13, 17 

出展内容の紹介 

SDGsいたばしネットワークが最近特に取り組んでいる“共生社会づくり”

のためのプラットホームや表現活動、地域との連携など様々な場面での

活動を紹介します。 

体験コーナータイトル 折り紙でＳDGs 

 

ブース No.35 団体 

出展者名 NPO 法人 センスオブアース･市民による自然共生パンゲア 

出展タイトル 未来につながる環境学習 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 7, 11, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

センスオブアースは、環境教育プログラムの開発や実践、ビオトープの普

及活動などを継続し、20年が経過しました。これからも子どもたちの心を

育み、自然とのつながりに気づくきっかけをつくっていきます。 

体験コーナータイトル 綿から糸を紡ごう 

 

ブース No.33 団体 

出展者名 NPO法人 東京城北環境カウンセラー協議会 

出展タイトル あなたの食品ロスレシピ教えてください！ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 12, 17 

出展内容の紹介 

食品ロス”ゼロ”を目指して、あなたはどんな工夫をしていますか？ 購入

方法・保存方法・調理方法、あなたのやっているマジックを教えてくださ

い。夕食から採用します。 

体験コーナータイトル 押し花のしおり作り 

 

ブース No.40 団体 

出展者名 NPO法人 水未来人（みずみくにん） 

出展タイトル 街からみんなで聴こう「海の声」 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
8, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

プラスチックごみによる環境汚染は世界中で大きな問題です。海のごみ

の多くは街から出たものです。日常生活からごみ問題を考えることは海

の環境保全につながります。 

体験コーナータイトル 段ボールと海藻で作るキーホルダー 
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ブース No.47 団体 

出展者名 おもちゃの病院 板橋 

出展タイトル おもちゃの病院 板橋のご紹介 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
1, 10, 11, 12, 17 

出展内容の紹介 
おもちゃを壊れたから廃棄するのでなく、直してまた使う、という ものを大

事にする心の醸成、SDGsの展開について展示します。 

体験コーナータイトル おもちゃの病院 

 

ブース No.43 団体 

出展者名 オール東京 62「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」 

出展タイトル 東京の市区町村の環境の取り組みを見てみよう 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
11, 13, 15, 17 

出展内容の紹介 

東京の 62市区町村が取り組む環境アクションを紹介。板橋区や周辺の

区の取り組みのほか、各市区町村の温室効果ガスの測定データを用意

しています。ブースでは東京の地図パズルや間伐材ワークショップも行い

ます。 

体験コーナータイトル 東京の間伐材でペンダントづくり 

 

ブース No.30 団体 

出展者名 カフェ ハートワーク･こすもす 

出展タイトル 橋区障がい者就労支援実習店「こすもす」 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 3, 8, 12, 17 

出展内容の紹介 

障がいをお持ちの方が当店で実習を終え、その後も就労支援することに

より、ご本人と家族に気持ちの余裕が生まれ、仕事を長く続けられるよう

にサポートしていきます。 

 

ブース No.4 団体 

出展者名 社会福祉法人 むくどり パン工房イクトス 

出展タイトル 焼きたてのパンを心を込めて販売いたします 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
1, 2, 3, 12 

出展内容の紹介 
パン職人が早朝、焼き上げた美味しいパンをお持ちいたします。（菓子パ

ン・総菜パンの販売） 
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ブース No.34 団体 

出展者名 新婦人絵手紙サークル 

出展タイトル 野菜は元気の元 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
3, 4, 12 

出展内容の紹介 

絵手紙は食べ物、人形、洋服、人物、花などが画材です。自然にふれて

書くことが心おだやかになれて、毎日の生活に生きがいができます。ハガ

キに書いて送れば友だちもできて、社会とのつながりもあります。 

 

ブース No.44 団体 

出展者名 
東京都地球温暖化防止活動推進センター 

（クール・ネット東京） 

出展タイトル 無料 省エネ相談会（事業者向け） 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 13 

出展内容の紹介 

都民や中小事業者様の地球温暖化防止の取り組みや省エネ対策を支援

しています。本展示会ではエネルギー管理士等の国家資格を持った相談

員が、省エネに関するご質問にその場で回答、各種支援事業のご案内を

いたします。 

体験コーナータイトル 無料 省エネ相談会（事業者向け） 

 

ブース No.41 団体 

出展者名 和紙ちぎり絵の会 

出展タイトル 和紙と着物はぎれを融合した作品 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 11, 12, 15 

出展内容の紹介 

着物はぎれが多くあり、和紙と一緒に貼るとどのように表せるか作成して

みた初めての作品です。展示したちぎり絵の会の仲間たちは、それぞれ

の感性と和紙の特徴を活かし、無駄なく使い、日本の四季や草花、遠近

法等を用いた作品に仕上げました。それらの作品を展示します。 

体験コーナータイトル 和紙を使って絵はがきを作ろう 
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（２）個人 

ブース No.27 個人 

出展者名 板橋ハシブトガラス 

出展タイトル 荒川でごみ拾ってみた 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
6, 11, 12, 14, 15 

出展内容の紹介 

荒川（戸田橋緑地周辺）にて月に一度ごみ拾いを行っています。昨年度

のごみ拾いの結果・そこからわかったことなどを報告します。荒川におけ

るごみから、皆さんがごみ問題について考えるきっかけになれば嬉しいで

す。 

 

（３）保育園 

ブース No.55 保育園 

出展者名 板橋区立若木保育園 

出展タイトル 地球を守ろう 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
13, 14, 15 

出展内容の紹介 
出前授業「かぜをひいたちきゅう」に参加し、私たちが地球を守るために

できることを考えて絵を描きました。 

 

（４）小中学校 

ブース No.50 小中学校 

出展者名 板橋区立板橋第二小学校 

出展タイトル 板二の自然を生かして 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 11, 13, 15 

出展内容の紹介 

各学年ごと様々な教科の中で SDGs と関連させながら学習してきました。

身の回りにあるものの活用から考えることで自然環境に配慮し、エネル

ギーを最小限に抑えるとともに、住み続けられるまちづくりにも貢献できる

ということを学んでいます。 

 

ブース No.51 小中学校 

出展者名 板橋区立板橋第七小学校 

出展タイトル 環境学習で学校を豊かに 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 7, 10, 12, 15 

出展内容の紹介 

「緑のカーテン」の発祥の学校として、緑のカーテンの育成を中心に地道

に環境を大切にする取り組みをしています。その取り組みの一部を紹介

させていただきます。 
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ブース No.53 小中学校 

出展者名 板橋区立桜川小学校 

出展タイトル 桜川小学校での環境に対する取り組み 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 11, 15 

出展内容の紹介 
今回は 4〜6年生が学習の中で行っている環境に対する取り組みの様子

をご紹介させていただきます。 

 

ブース No.52 小中学校 

出展者名 板橋区立蓮根第二小学校 

出展タイトル 自然がいっぱい蓮二小 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
11, 12, 15, 17 

出展内容の紹介 

総合的な学習の時間を使い、3学年の児童がビオトープについてまとめ

ました。「過去」「現在」「未来」それぞれの姿を資料をもとにまとめたり、理

想的な姿を思い浮かべて描いたりしました。様々な人に見守られてきた

蓮二自慢のビオトープについて、是非ご覧ください。 

 

ブース No.54 小中学校 

出展者名 板橋区立緑小学校 

出展タイトル 地域と連携した緑小学校の ESD 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 11, 13, 15, 17 

出展内容の紹介 

裏山の竹林やシイタケの栽培が名物で、近年は新たにビオトープも 2箇

所作られました。サンシティグリーンボランティアの方々の全面協力のも

と、様々な自然体験活動を行いました。 

 

ブース No.57 小中学校 

出展者名 板橋区立高島第一中学校 

出展タイトル 高島第一中学校の環境に良い取り組み 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 3, 7, 11, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

令和 6年度に高島第一中学校で行った持続可能な開発目標 SDGsの実

現に向けた環境に良い取り組みについて、まとめました。様々な植物の

育成や環境について考える授業、エコ給食やリサイクルなどを行っていま

す。 
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ブース No.56 小中学校 

出展者名 板橋区立西台中学校 環境科学部 

出展タイトル 西台駅付近の清掃美化活動 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
11, 12, 15, 17 

出展内容の紹介 
西台駅の付近の噴水周りの花壇に花を植えたり、周囲のごみ拾いを実

施しました。活動を通して学んだことをまとめました。 

 

ブース No.58 小中学校 

出展者名 板橋区立赤塚第二中学校 

出展タイトル 給食委員会・自然観察部の活動 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
1, 2, 3, 4, 10, 11, 12, 13, 15, 17 

出展内容の紹介 

給食委員会では、食品ロスの川柳を作成、おにぎりアクションの紹介を行

っています。自然観察部では、地域の農家の方にご指導いただき、学校

の花壇で野菜を育てて収穫し、給食に使用しています。 

 

（５）大学・専門学校 

ブース No.16 大学・専門学校 

出展者名 学校法人 タイケン学園 日本ペットアンドアニマル専門学校 

出展タイトル いきものふれあいコーナー 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
14, 15 

出展内容の紹介 

学校で飼育しているいきものとふれあえます！ 動物園、水族館の飼育員

を中心に、動物の仕事に就くことを目標にしている現役の生徒が皆様に

動物のすごいところをレクチャーします！ 当日 13：00～は高校生向けに

学校説明も実施します！ ※学校説明については学校 HPより、オープン

キャンパスのページからご予約をお願いいたします。 

体験コーナータイトル いきものふれあいコーナー 

 

ブース No.14 大学・専門学校 

出展者名 TABETE レスキュー直売所（大東文化大学） 

出展タイトル 6つの企業が連携したフードロス削減プロジェクト！ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
1, 4, 11, 12, 17 

出展内容の紹介 

「TABETE レスキュー直売所」とは何か、普段の活動内容やこれまでのフ

ードロス削減量、連携を行っている各企業のこの取り組みに対しての想

いなどを紹介します。 
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ブース No.15 大学・専門学校 

出展者名 ボラガール（東京家政大学） 

出展タイトル 家政とボラガールの良い所☆ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
11, 12, 13, 14, 15 

出展内容の紹介 

私たちボラガールは東京家政大学の学生を中心に、環境保護・地域活性

化・国際協力・災害救援・子どもの教育支援など多岐にわたる活動をして

います。今回は環境保護に焦点を当てて、私たちの取り組みを紹介しま

す。 

体験コーナータイトル かるたで学ぼう！SDGs 

 

ブース No.13 大学・専門学校 

出展者名 早稲田大学 環境ロドリゲス Precious Plastic Waseda 

出展タイトル 再プラのアクセサリー工作体験 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
12 

出展内容の紹介 

日常的に捨てられているペットボトルキャップやコンタクトケースを再形成

したビーズを使い、アクセサリーを作る体験を提供します。世界に一つし

かない柄のアクセサリーを作ってみませんか。 

体験コーナータイトル 再プラのアクセサリー工作体験 

 

（６）企業 

ブース No.24 企業 

出展者名 味の素 AGF 株式会社 

出展タイトル 使ってみよう マイボトル 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
12, 13 

出展内容の紹介 

味の素 AGF 株式会社は、スティック包材の一部に紙を使用し、サステナ

ブル活動へ積極的に取り組んでいます。今回の展示では多くの方が携帯

しているマイボトル生活を簡単にバラエティ豊かに楽しめる商品を紹介し

ます。 
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ブース No.20 企業 

出展者名 株式会社 空調服 

出展タイトル 空調服®を着てエコ！！ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 13 

出展内容の紹介 

「空調服®」は外ではたらく人の熱中症対策商品として親しまれています

が、 最近では女性や子ども向けの商品もできました。暑いときでも快適

に過ごせる 空調服®を家族みんなで着て、お出かけを楽しんでください！ 

体験コーナータイトル エコバックにスタンプ！ 

 

ブース No.21 企業 

出展者名 株式会社 志村製函所 

出展タイトル 段ボールはリサイクルの王様 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
8, 12, 15 

出展内容の紹介 リサイクル率が 95％以上にもなる段ボールはすぐれた素材です。 

 

ブース No.17 企業 

出展者名 株式会社 増渕商店 

出展タイトル 分別をしてリサイクルしよう 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 7, 11, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

板橋区を拠点とし、事業系廃棄物収集運搬を行っている会社です。 様々

なリサイクル品を紹介いたします。主に発泡スチロールや古紙類のリサイ

クルを ピックアップしてご紹介いたします。大切な資源はリサイクルしまし

ょう。 

体験コーナータイトル ダンボールオリジナルパズル作り 

 

ブース No.23 企業 

出展者名 株式会社 マップ 

出展タイトル 大型緑のカーテン 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 11, 13 

出展内容の紹介 

当社は板橋区で独自の栽培方法を用いた「大型緑のカーテン」を手掛け

ております。当社システムを板橋区役所本庁舎や小中学校などで採用い

ただいており、暑熱対策をはじめ食育・都市緑化・節電など様々な目的に

利用されております。 
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ブース No.22 企業 

出展者名 【壁紙工房】りあらいずぷらす 

出展タイトル 壁紙のアップサイクル 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
12, 13 

出展内容の紹介 

壁紙は壁に貼るだけのものなんてもったいない！ 施工後の壁紙や余剰

資材などを新たな形でご提案する取り組みを実践中です。地球にやさし

い取り組みで日々の暮らしを豊かにする活動をご紹介します。 

体験コーナータイトル 壁紙で楽しいバックづくり 

 

ブース No.19 企業 

出展者名 東京ガス 株式会社 

出展タイトル e-methane ってなーんだ？ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 11, 12, 13, 17 

出展内容の紹介 

東京ガスグループも「できること」を頑張ってます！ その１つが、「e-

methane」です。これは二酸化炭素を循環させて（増やさず）作る新しい都

市ガスの原料で、「イーメタン」と読みます。今後、e-methaneの社会実

装・拡大し、カーボンニュートラルの実現に貢献してまいります。 

 

ブース No.12 企業 

出展者名 東京都チャレンジドプラス TOPPAN 株式会社 

出展タイトル 紙すき事業による SDGsを推進  障がい者が活躍しています 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
3, 4, 5, 8, 12, 17 

出展内容の紹介 

東京都チャレンジドプラス TOPPANでは 重度の方も含め多くの障がい

者が働いています。 能力を十分に発揮し、いきいきと働ける会社です。 

東京都チャレンジドプラス TOPPAN株式会社は、平成 5年 6月に、凸

版印刷株式会社および、東京都と板橋区の共同出資により設立され

た、第三セクター方式による重度障がい者雇用モデル企業です。 2023

年に創立 30周年を迎えました。今後も障がい者が、能力を十分に発揮

し、いきいきと働ける職場を提供してまいります。 

体験コーナータイトル たのしく学ぶ紙すき体験 
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ブース No.26 企業 

出展者名 トヨタ自動車 株式会社 

出展タイトル 車のレザーでキーホルダー作り 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 11, 13 

出展内容の紹介 

クルマのシートを作る時に余ってしまったレザー(革)でキーホルダーを作

ろう！ 

捨てられるはずだったレザーを自分だけのキーホルダーに“アップサイ

クル“できる子ども向けのワークショップを行います（はさみ不要）。 

体験コーナータイトル 車のレザーでキーホルダー作り 

 

ブース No.25 企業 

出展者名 パナソニック株式会社 エレクトリックワークス社 

出展タイトル ソーラートレイン 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
8, 12, 13 

出展内容の紹介 

太陽電池で動くソーラートレインを、スイッチ切り替えで手回し発電を自

分で回して動かします。楽しみながら電気を作る大変さや大切さ、太陽

電池のすごさを体験してもらいます。 

体験コーナータイトル ソーラートレイン 

 

ブース No.18 企業 

出展者名 ライオン 株式会社 

出展タイトル ハブラシリサイクル 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
3, 12, 13, 17 

出展内容の紹介 

板橋区内で使い終わったハブラシを回収して新しいプラスチック製品に

生まれ変わらせる取り組みを推進しています。これは資源循環だけでな

く、皆さんの健康にもつながる取り組みです。 

 

（７）行政 

ブース No.9 行政 

出展者名 板橋区立赤塚植物園 

出展タイトル 自然と農に触れ、街にみどりを 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 11, 15, 17 

出展内容の紹介 

・みどりの中で植物やいきものと触れ自然を学びます。 

・バラ等の魅力と栽培方法を学び、地域にみどりを増やすことを目指し

ます。 

・播種から収穫までの体験を通して農業に親しみ、農業への理解を深め

ます。 
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ブース No.6 行政 

出展者名 板橋区環境政策課 環境教育係 

出展タイトル 板橋の木育・環境教育プログラム 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 7, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

板橋区では環境に興味や関心を持ってもらうべく、環境啓発活動を行っ

ています。子ども向けの木育事業や環境課題について理解を深めるた

めの「環境教育プログラム」を提供しています。 

体験コーナータイトル 緑のカーテンクイズ・わなげ 

 

ブース No.7 行政 

出展者名 板橋区環境政策課 自然環境保全係 

出展タイトル 板橋の自然を知ろう！ 守ろう！ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
6, 11, 13, 14 

出展内容の紹介 
雨水貯留タンク購入補助制度の案内および区内河川（石神井川・白子

川）のいきものの紹介をします。 

 

ブース No.8 行政 

出展者名 板橋区環境政策課 脱炭素社会推進係 

出展タイトル 家庭菜園で CO₂を削減しよう 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
7, 11, 12, 13, 15 

出展内容の紹介 

地球温暖化対策として区内の温室効果ガス削減のため、食品の輸送に

かかる二酸化炭素の排出を抑える「地産地消」を推進しています。プラ

ンターと土をお配りし、家庭菜園を行ったレポートを提出していただきま

した。 

 

ブース No.5 行政 

出展者名 
板橋区資源循環推進課 資源循環協働係 

・板橋東清掃事務所 

出展タイトル スケルトン清掃車の展示 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
12, 14 

出展内容の紹介 
内部が見える清掃車で、清掃車のしくみを見てみよう！ 一緒に写真も

撮れます。 
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ブース No.48 行政 

出展者名 板橋区立エコポリスセンター 

出展タイトル エコポリから発信！いたばしの環境教育 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 6, 7, 11, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

エコポリスセンターは 1995（平成 7）年に全国に先駆けて設立された環

境学習施設です。建物もエコロジカルに機能！ 子どもから大人まで幅

広い世代を対象に環境に関する様々なイベントや講座、出前授業等を

実施しています。 

体験コーナータイトル 
可愛くデコろう♪ オリジナルフォトフレーム 

エコアクション 9 

 

ブース No.49 行政 

出展者名 かんきょう観察（板橋区立エコポリスセンター） 

出展タイトル かんきょう観察員 自由研究コーナー 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 11, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

区内で見られる植物や動物の調査を楽しみながら行う会員制の事業

で、地域でグループを作り、定点観察や自由研究の発表も行っていま

す。 今回の展示では、当事業の詳細と 2023 年度の自由研究ついてご

紹介します！ 

 

ブース No.10 行政 

出展者名 板橋区立リサイクルプラザ 

出展タイトル 3Rを身近に楽しく実践しよう♪ 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 4, 7, 11, 12, 13, 14, 15, 17 

出展内容の紹介 

リサイクルプラザは、3R（リデュース・リユース・リサイクル）について楽し

く学び・実践できる施設です。ごみの減量や 3Rに関わる様々な活動や

施設で体験できることなどを紹介します。 

 

ブース No.11 行政 

出展者名 東京二十三区清掃一部事務組合 板橋清掃工場 

出展タイトル 板橋清掃工場の役割と仕組み 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
4, 5, 6, 7, 8, 11, 13, 14, 15 

出展内容の紹介 

東京二十三区のごみの中間処理と不適正ごみについての紹介です。ま

た、工場ではごみ焼却時に発生する熱エネルギ―を有効利用し、近隣

の区施設等へ熱供給を行っています。 
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（８）板橋のいっぴん 

ブース No.3 板橋のいっぴん 

出展者名 おにぎり鈴丸 

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 3, 11 

出展内容の紹介 
「玉子焼と塩昆布マヨ」等のおにぎり、缶飲料、ポップコーン、サーターア

ンダギー、沖縄風クレープ、ランチョンミート缶詰等を販売します。 

 

ブース No.2 板橋のいっぴん 

出展者名 ときわ台 栄太楼（有限会社 栄太楼） 

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 3, 11 

出展内容の紹介 
板橋とうふ（和菓子）、板橋お伝え最中、板橋宿どら焼 5色を販売しま

す。 

 

ブース No.1 板橋のいっぴん 

出展者名 綿帽子 

出展タイトル 板橋のいっぴん 

出展内容に対応する

SDGsの番号 
2, 3, 11 

出展内容の紹介 
米粉のシフォンケーキ各種（プレーン、チョコミルク、紅茶、抹茶、コーヒ

ーキャラメル、クリームチーズ、 メープル）を販売します。〔2/2(日）のみ〕 

 

４．来場者数および参加者数等 

（１）来場者数： 2月 1日（土）1,859名、2月 2日（日）2,135名 計 3,994名 

（２）出展者説明員（スタッフ）数： 2月 1日（土）36団体 115名、2月 2日（日）39団体 135名  

計 42団体 250名 

（３）環境クイズラリー 参加者数： 2月 1日（土）325名、2月 2日（日）387名 計 712名 

（４）食品販売コーナー（板橋のいっぴん 3店舗、パン工房イクトス）販売数： 

2月 1日（土）3店舗 593個、2月 2日（日）4店舗 488個 計 4店舗 1,081個 

  

環境クイズラリーの問題（上）と解答用紙（右） 
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５．会場 MAP（上：表面、下：裏面） 
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６．開催の様子  

 

 

  

開会式の様子 

2 階の様子 

地下 1 階の様子 

1 階の様子（食品販売コーナー） 



- 24 - 

 

 

 

１．日時： 令和 7年 2月 1日（土） 12時～16時 30分 ／ 2月 2日（日）10時～16時 

２．場所： エコポリスセンター地下 1階・2階・3階 

３．出展者および出展内容： 出展者 28団体・29コーナー ※詳細については下記参照 

出展者内訳： 団体 16、大学・専門学校 3、企業 6、行政 3 計 28 

４．参加者数： 2月 1日（土）2,593名、2月 2日（日）3,294名  計 5,887 名 

５．体験コーナー一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ．体験コーナー 実施結果 
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６．開催の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 階の様子 

2 階の様子 

1 階（上）・地下 1 階の様子（右・下） 
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女性 57%

男性 36%

無回答 7%

9歳以下

38%

10代 10%

20代 2%

30代 14%

40代 16%

50代 4%

60代 2%

70歳以上 3%
無回答 10%

 

 

アンケート実施期間： 2025年 2月 1日～2月 2日 

回答者数：771名 

内訳：クイズラリー参加者 712名（うちアンケート未回答者 33名）、アンケートのみ回答者 92名 

 

 

 Ｑ1．「環境なんでも見本市」には、何回目の来場ですか？ 

 

 

Ｑ2．性別                                                 Ｑ3．年齢 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めて 75%

3回以上

12%

2回目 9%

無回答 4%

Ⅳ．環境クイズラリーアンケート 集計結果 

9歳以下： 296名、38%   40代： 127名、16% 

10代： 77名、10%       50代： 30名、4% 

20代： 18名、2%        60代： 15名、2% 

30代： 106名、14%    70歳以上： 22名、3% 

無回答： 80名、10% 

男性： 278名、36% 

女性： 439名、57% 

無回答： 54名、7% 

初めて： 576名、75% 

2回目： 70名、9% 

3回以上： 95名、12% 

無回答：30名、4% 
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志村地域 36%

常盤台地域 15%板橋地域 15%

区外 11%

高島平地域

9%

無回答 8%

赤塚地域 5%

Ｑ4．お住まい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小中学校に通っている人は、学校名を書いてください。（記入のあったもののみ） 

■小学校 

前野小学校：29 名 

北前野小学校：16 名 

区外公立小学校：16 名 

蓮根第二小学校：14 名 

志村第四小学校：13 名 

中台小学校：12 名 

富士見台小学校：9 名 

志村第六小学校：9 名 

常盤台小学校：8 名 

桜川小学校：8 名 

志村第二小学校：6 名 

緑小学校：5 名 

志村第一小学校：5 名 

志村第三小学校：5 名 

紅梅小学校：5 名 

志村第五小学校：4 名 

志村坂下小学校：4 名 

板橋第二小学校：3 名 

蓮根小学校：3 名 

志村小学校：2 名 

板橋第一小学校：2 名 

板橋第七小学校：2 名 

加賀小学校：2 名 

志村地域： 279名、36%  

常盤台地域： 119名、15% 

板橋地域： 113名、15%   

赤塚地域： 41名、5% 

高島平地域： 72名、9%   

区外： 86名、11%   

無回答： 61名、8% 
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上板橋小学校：2 名 

上板橋第四小学校：2 名 

高島第三小学校：2 名 

成増小学校：2 名 

三園小学校：2 名 

若木小学校：2 名 

赤塚小学校：1 名 

赤塚新町小学校：1 名 

板橋第四小学校：1 名 

板橋第五小学校：1 名 

板橋第十小学校：1 名 

北野小学校：1 名 

下赤塚小学校：1 名 

舟渡小学校：1 名 

弥生小学校：1 名 

 

■中学校 

赤塚第二中学校：1 名 

志村第三中学校：1 名 

中台中学校：1 名 

 

Ｑ5．来場のきっかけ (複数回答) （単位：名） 

 

 

■その他 

学校からのチラシ・手紙・お便り・配りもの 9 

保育園・保育園のチラシ 6 

行きたかったから 4 

出展者・参加団体から 3 

LINE 2 

336

132

113

88

69

37

37

0 50 100 150 200 250 300 350

チラシ

町内掲示板のポスター

友人・関係者などの誘い

広報いたばし

インターネット

通りがかり

その他
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はい 81%

いいえ 13%

無回答 6%

インスタ 2 

母・母のつきそい 2 

SNS  1 

兄の紹介 1  

『ライフアップ 23』 1 

 

 

Ｑ6．SDGｓについて知っていましたか？   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ7．展示やクイズラリーについて、あてはまることがあれば○をつけてください。(複数回答) （単位：名） 

 

 

■自由記入欄 

・戦時中～現在迄生ごみは 1 回も出していない 2 

・全部見に行けず…いろんな展示があっておもしろかった。 

・中学生が説明されてて、現地の活動がよく分かって、とても学びがありました。 

569

205

192

140

34

0 100 200 300 400 500 600

楽しかった

環境について新しい発見があった

環境にやさしい行動をしようと思った

SDGｓについてわかった

自由記入欄

はい： 624名、81% 

いいえ： 98名、13% 

無回答： 49名、6% 
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・学びになりつつ、色々楽しめてありがたいです！！ 

・子供とコミュニケーション出来ました＾-＾ 

・プラごみについてもっとくわしく 

・ワークショップがいろいろあって、子供たちは楽しく学べたと思います。 

・色々な体験ができて楽しかったです 

・色んな取組があるんだなぁということがわかった 

・皆様すごい 

・むずかしかった 

・前回より、出店数多く、内容も豊富 

・SDGs について、もっと知りたい 

・クイズの掲示位置（上に掲示してもらうと見つけやすいです）が団体によって違うので問題が探しづらい 

・問題文が小学生にむずかしい表現やよめない漢字などがあり、子供がたのしめないブースもあった。 

・5 才児ですが、工作を楽しんでました。 

・工作楽しんでました。3 歳児です。 

・面白かった 

・自分の学校が出展していておどろいた 

・一部「大人はダメです」と言われたところもありましたが、いろいろと体験できてとっても楽しかったです。 

・プラごみをもっとくわしく 

・企業努力のお話も伺えました 

・おもしろかった。 

・楽しかったからこういうきかいがあったらぜったいいく。 

・小学生のときより、よりわかったし興味を持てて、楽しかったです！ 

・楽しかったし、むずかしかったです。 

・地域の活動が知れた。 

・様々な場所でどのように活動しているか知れた。 

・新しい団体の取り組みを知ることができた。 

・子ども達が楽しく理解できて良かったです 

・工作が多く、子供向け 

・生き物をいろいろさわれてよかった！ 

・たくさんあるのでおどろいた。 

・子どもが楽しめるイベントでよかった！ 
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アンケート実施期間： 2025年 2月 2日～2月 14日 

回答者数： 46名・45団体（58出展者中） 

 

 Ｑ1-1．今回、「環境なんでも見本市」に出展されて、いかがでしたか？ （46件の回答） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変良かった  良かった      普通   あまり良くなかった 良くなかった 

       72%               22%                7%                 0%                 0% 
 

Ｑ1-2．上記のお答えにあたって、何か理由がございましたらご記入ください。（36 件の回答） 

・板橋区近辺の方に、私たちの存在を知っていただけた。 

・生徒がスタッフとして来客者に説明をしたのですが、いきいきとして楽しそうでした。来年も参加したいと言っ

ています。出展することで環境なんでも見本市を知るきっかけになり、私自身も学ぶことが多かったです。 

・展示内容でプラスチックに関する環境問題を提示して、脱プラスチックの一つの手段としての、蜜ろうと端切れ

を使ったエコラップ作成について体験コーナーを実施できたこと。いたばしエコ塾としてプラスチックの

REDUSE を深めていきたいとの気持ちが深まった。来場してくださった、区民の方と直接この件について話し合

うことができた。来場者と接する中で、SDGs についての理解が深まってきたり、環境問題について関心の高さ

を肌で感じた。 

・直売所のさらなる周知に繋がったと感じたため。 

・過去にない来場者数だったのではとおもいます。ただし、エコポリスセンターのアクセスがやはりネックと思い

ます。 

・小中学生向けに環境について楽しく学んでいただく貴重な機会になったと考えるから。 

・今まで出展してきたイベントとは比較にならないほどの来場者が来られたため。 

・体験コーナーが多く、参加者がみんな楽しそうだった。ふだん接点のない団体と交流することができた。 

クイズラリーがあることにより、興味のあるブースだけでなく、数多くの展示を周るようになっていたのがよ

かった。 

・展示をするだけでなく、対面で話す機会を持てたことから、施設のことを多くの人に知ってもらうことができた

と思えたから。 

・来場者数も多く、貴重な発信の機会となりました。クイズラリーもあり、くまなくブースを回ってもらえる仕組

みもあり、ありがたかったです。 

・いつもは事業者（法人）とのやりとりなのですが、今回は、エンドユーザーの省エネに対する意識や思いを直接

感じられたことです。 

33

10

3

0 0
0

5

10

15

20

25

30

1 2 3 4 5

Ⅴ．出展者アンケート 集計結果 

（単位：名） 
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・予想以上にブースへの来場者が多かった。 

・本部活が外部で活動を発信することが少ないため、とてもありがたい機会となりました。 

・活動の成果、現状を知ってもらうことができた。 

・和紙に対する意識、関心、着物はぎれと和紙の作品やさまざまな表現に興味をもたれ、質問もありました。 

・多くの方々に区の事業について PR できたので。 

・生活クラブ運動グループの環境に対する考え方をパネルや石けんを通して伝えることができた。また多くの団体

が参加しそれぞれの立場で環境、CO2削減について取り組んでいることが分かった。 

・参加者の皆さまの一体感、連帯感が感じられ居心地よく感じました。説明会で全員自己紹介のお時間を設けて頂

いたのも大きいと思っております。 

・たくさんの来場者に見ていただけました。 

・コロナ禍前に比べ、出展者数・入場者数ともに増え有意義な展示会になったと思います。 

・お子さまの参加意欲がとても高く、単なるモノづくりではなく、「環境」について理解していただきながらワー

クショップに取り組んでいただくことができました。 

・絵手紙を書きたいと言う人がいて良かったです。 

・来場者数がとても多かったこと  

・当社はワークショップを準備することができなかったため、より多くのお客様に楽しんでいただけるよう、ワー

クショップを準備すべきだったと思いました。 

・出展者も多様で多く、熱心な来場者が多かった。 

・子どもたちと展示物を作成しながら、学校環境について考え直す良い機会となりました。 

・児童の活動が多くの人に見てもらえて、児童の自信につながったこと。 

・これほど多くの方が来場されるとは思っていなかったので、出展した甲斐があった。 

・幅広い集客があったこと 

・久しぶりの 2 日間現地開催で、たくさんの方がお越しいただいた。弊社は 2 日目のみ説明員配置としましたが、

ワークショップにもたくさんご参加いただけて良かったです。 

・来場者とフェイス トゥ フェイスで対応できたことが良かった 

・予想以上の売上があった。 

・シフォンケーキ完売できました。ありがとうございました。 

・（普段は）平日の営業なので、普段の来客ではない方たちに大変多くご利用いただけた。 

・特にはありませんが、例年何となく違和感があります。 

・あまり訪問がありませんでした。 

 

Ｑ2．「環境なんでも見本市」に出展されて、以下のうち、あてはまるもの全てに✓をつけてください（複

数選択可）。（46 件の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3．「環境なんでも見本市」出展にあたり、お気づきの点や感想などございましたら、ご記入ください。 

（27 件の回答） 

34

31

20

17

13

13

0 5 10 15 20 25 30

実物を展示する（見ていただく）ことができてよかった

来場者と直接やりとりができて良かった

他の出展者と交流できてよかった

パンフレットやノベルティ等を配布することができて良かった

新しい発見や新しいつながりができた

大きなイベントだったため、知人などに紹介しやすかった （単位：名） 
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・終始和やかな雰囲気で、多くの方がご来館いただいたにも関わらず、混乱することもなかったので良かったです。 

・事前にパネルや机が用意してあり、画ビョウなども貸し出しがあり、展示などの準備がスムーズにできました。

ありがとうございます。 

・私どものブースは、例年参加者の多いブースの中に設置してくださったことで、他の人気ブースの力の影響を受

けて参加者が来てくださった。「イクトス」さんがエコラップコーナーがあることをアナウンスしてくださって

いた。 

・準備、進行をスムーズに行っていただき、展示の際の注意点なども分かりやすかったです。 

・今回は展示のみの参加でしたが、実際に触れたり観察できるような実物や植物園の取り組みを紹介できる配布物

を用意すればよかったと思いました。会場の配置的に奥まった場所で展示がメインの行政ブースだったので、客

足が遠のくと危惧していましたが、クイズラリーの影響で多くの来場者さんが展示を見に来てくれました。よく

来園している、イベントに参加したことがある、といった声が聞けてとてもよかったです。 

・２階であったが、人がそこまで途切れることなく来てよかったと思います。 

・町ぐるみの和気あいあいさとご勇退の方の送り出しなどを拝見し、当イベントの歴史を感じました。 

・いつも、平時からエコポリスセンターの担当の方々には大変お世話になっております。本当にありがとうござい

ます。今回の見本市も色々とご手配いただきありがとうございました。 

・久しぶりの対面で楽しかったです。 

・2 日間無人での出展でしたが、大きな破損などなく関心しました。 

・スタッフの方々の事前準備が行き届いていて出展の作業が円滑にできました。 

・バスの時間のご案内など、きめ細かなご配慮がそこかしこに感じました。 

・来場者の皆さんがとても楽しまれていた様子が印象深かったです。 

・事前広報の範囲が広く、会場と同時にブースに一直線に来てくださったお子さまが数名いらっしゃいました。あ

りがとうございます。他のイベントではなかったので告知方法等、参考にさせていただきたいと思いました。 

・直接来場者とお話をすることで、これまで気づかなかったことを発見し、次のアクションに結び付けるヒントが

得られ、とても有意義だった。 

・初日 12 時スタートは準備もできてよかった。休憩室も用意いただき助かりました。 

・親子連れがほとんどで、ワークショップを楽しんでいたのが、印象的。しかし、我団体含め、ワークショップを

行わなかった団体は、ちょっと淋しかった。 

・体験日・休憩時間をハッキリ明記した事は良かった。体験者が多く、席の空くのをまったり、あきらめてしまう

方もいたので申し訳なく、次の改善方法を考えたい。 

・もう少し広いスペースが欲しかった。 

・飲食物の出店も多くなり、内容的には充実してきたと思います。ですが、やはりアクセスと開催日数が大きなネ

ックになっています（特に企業はそうだと思います）。エコポリスセンターに捉われず、アクセスの良い文化会

館やグリーンホールを活用し、1 日限りのビックイベントにしてはどうか。板橋区のイベントであれば、開会式

に区長の挨拶も入れるべきと思います（見本市開催当初はありましたが）。 

・指定管理者に移行してから、区長が開会宣言をする事が無くなったのが、物足りないかもです。 

（注：指定管理者に移行後も緑のカーテン等の授賞式と合同開催時には区長挨拶がありました。） 

・各展示ブースの前でワークショップが出来たのが良かった。 

・出展場所についてわかりにくい場所があったようです。26 番はどこ？ 50 番以降の場所はどこ？ と何回か聞か

れました。 

・会場が少し狭いように感じました。弊社としては、無人での展示だったのでよかったのですが、もし有人で実施

していたら、ブース前にも体験コーナーの人だかりができており、説明など難しかったと思われます。 

・人が多くてエレベーターがうまくつかえなかった。 

・奥だったので動線がややこしかった。 

・特になし 
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Q4．他の出展者様の展示をご覧になり、 お気づきの点や感想などございましたらご記入ください。 

（25 件の回答） 

・クイズラリーがあったことで、展示内容をじっくり見ることができ、良い促しになっていると思いました。 

・各企業がまとまっての展示だったので、展示方法など参考になりましたし、また他の企業の方と情報交換

もできよかったです。 

・楽しそうな体験コーナーがたくさんありました。小さいお子さんたち、クイズなど楽しんでいました。 

・分かりやすくしかもインパクトを与えられるような展示の工夫（表現の工夫、来場者からの考えを表出で

きるような工夫、問題箱を設置して考える時間を設ける）。準備から後片付け、ごみができないようにす

る、汚れ防止など細やかな工夫を重ねていること。リサイクルに関して、実際のリサイクル途中のペレッ

トなどの現物の展示。 

・クラフト作成コーナーや作品展示が多く楽しそうでした。親子連れに配慮した机や椅子の配置がされてい

て、来場者が作業し易そうだと思いました。 

・企業・団体、教育機関、行政と様々な主体がいて良いと思いました。また、いたばしのいっぴんなど飲食

物を購入できるブースもあったのは良いと思いました。 

・体験型のブースには子どもだけでなく親も参加することが多いと知り、また機会があれば省エネ普及活動

で何かワークショップ的なものが企画できるといいと感じた。 

・とても参考になり、楽しく拝見させて頂きました 

・体験ブースが多く、全体的に盛り上がっていて良いと思いました。 

・エコラップ作りでは食品用ラップを使い捨てせず、蜜ろうと布等で使いまわしができること。みどり東京

では都内の中に知らない島が多数あることを学び、それらも温暖化に配慮した活動があることに驚かされ

た。 

・お子さんが多いので、次回も参加できるようでしたら、お子さんが喜びそうなお店を考えてみたいです。 

・特に体験コーナーに活気があり、年齢問わず参加できるのが良かったと思います。 

・地域に根付いた企業様含め、さまざまな取り組みを見ることができました。学生が前面に立たれている 

ブースが多く、子ども同士の交流が生まれていたのが素敵だと思いました。 

・くわしく説明する出展者の人がいて理解できてよかった。 

・これまで以上に“見る側の視点”に立ってわかりやすい展示が多かったと思う。 

・物販があったのがよかったです。 

・出展に慣れている団体が多い中、それぞれの取組の違いを感じることができた。 

・体験コーナーを実施している出展者が賑わっていたのは良かった 

・出展者の内容に応じてカテゴリーをもう少し分けたり、PR 方法を変えるなどしたほうが良いと感じました。

また、フロアーについても同様です。 

・区役所や学校の展示は他の展示と混ぜた方が偶然の出会いに繋がると思う。 

・忙しく他の出展をあまり見られなかったのが残念。 

・あいにく他の展示を拝見する機会がありませんでした。 

・今年は他の展示を見る時間が個人的になくて残念でした。 

・スタッフがぎりぎりなので、他のブースの見学や体験があまりできなかった。 

・体験コーナーの運営が忙しく、他ブースを見る時間がありませんでした。 

 

 

Q5．その他ご意見等ございましたら、お聞かせください。次年度以降開催の参考とさせていただきます。 

（22件の回答） 

・子どもから大人まで楽しめる、とても良いイベントでした。 

・来年もよろしくお願いいたします。 

・環境学習室の室温の調整ではご対応いただき、ありがとうございました。活気あふれるイベントでこちらも楽し

かったです。本番の運営だけでなく、準備から撤収まで大変お世話になりました。ありがとうございました。 
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・このたびは個人での出展にも関わらず、大きなスペースを使用させていただきありがとうございました。展示や

活動についてお褒めいただいたりと反響もあり、出展して良かったと思います。ありがとうございました。 

・是非次回も宜しくお願いします。 

・お疲れさまでした。ありがとうございました。 

・今回のなんでも見本市の告知が、ネットニュースにも拡散しており広報活動が良かったと思いました。 

・開催場所をアクセスの良いところに変更してほしい。もしくはどこか専用の駐車場を設けるなど。また、大きな

会場で開催できれば、1 日の開催で良いと思います。 

・より若者を増やした方がいいと思います。来場者は子供が多かったため、より歳の近い大学生、高校生を巻き込

んでいったほうがより活発なものになると思います。 

・混雑している時間の階段において、走って駆け上がる子供、手すりを必要とする方、手を繋いで昇り降りをする

親子など、すれ違い時に滞留している印象がありました。人が多い時間は右側（もしくは左側）通行など案内が

あると、より安全かもしれません。 

・展示品は買うことができないのか？とお客様から聞かれることが多く、販売もさせて頂けるとよりよかったかと

思います。 

・環境の捉え方が人それぞれ、団体それぞれで(大きく)違う事に、いつも驚愕の思いです。 

・職員（普段あまり会わない方）の言動が粗暴、子どもに話すような言い方に聞こえ、気になった。 

・電源がブースにあると良かったです。（ソーラーバッテリーが消耗した際は電気から充電するため） 

・展示のための三人がけの机が今年は一台でしたが、二台あるのが望ましいと思いました。 

・クイズのみの参加者様と、体験をしたい参加者様の区別がつかず運用が煩雑になるタイミングがございました。

次回は動線の作り方等ご相談させていただけますと幸いです。 

・動線が長いので渋滞するので、入口から直線のブースが欲しかった。 

・クイズラリーの問題がパネルの右下に表示されていたが、展示物と重なってしまったり、無人のところではクイ

ズの前にお客様が荷物を置くなどして隠れてしまっているところがあった。可能であればクイズは上部の方が望

ましいと思った。板橋のいっぴんが購入できたのは嬉しかった。 

・全体的な集客、ワークショップの参加人数は大きな成果ではあるが、効果をどう見るかも検討しておく必要があ

る。フォローをどうするかなど。 

・蝶の会のパネル設置場所は標本箱があるので、太陽光が当たらない場所の方がありがたいです。   

・①休憩コーナーにアルコールやテーブルを拭くものの用意や立ち座りが難しい方への椅子の用意（があり、よか

った）。 

②エコポリスの階段は、やや暗く歩いて階段を上がるには照明が暗いような印象を受けました。体験コーナー

があるブースとそうでないブースを分けていましたが、どんなものでしょうか。 

③展示内容の関係ある他のブースを紹介する気持ちの余裕があればよかったです。プラスチック問題として、

海の環境についてや資源のリサイクル関係、ごみのポイ捨てなど自分たちのブースと関連するブースでこんな

ことを見て！と紹介できれば。クイズラリーを行うことで、全部のブースを回れるように工夫されている思う

のですが。 

・特にありません。 
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※（以下、体験コーナー出展者のみ回答） 

Q6-1．今回体験コーナー を実施されて、いかがでしたか？ （21件の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変良かった  良かった      普通   あまり良くなかった 良くなかった 

       67%               24%                10%                0%                 0% 

 

Q6-2．上記のお答えにあたって、何か理由がございましたらご記入ください。（16件の回答） 

・多くの方にお立ち寄りいただき、壁紙に興味を持っていただけたことが何より良かったです。 

・自分たちで調べたり体験したり議論したことを展示内容としてまとめ、プラスチックごみを少なくする一方法と

して体験コーナーを行えたこと。体験コーナーで（一人 7，8 分）来場者と接していろいろと話すことができた

こと。 

・ダンボールのごみ収集車作りを初めて実施しましたが、想像以上に収集車に興味を持ってもらえていることが分

かりました。 

・とても沢山の方に参加して頂けたため。 

・たくさんの方に、こちらの取り組みを知っていただくことができました。 

・百聞は一見に如かず。一見単純なるものこそ複雑であると知りました（私の場合は竹紙の折り紙教室）。 

・予想以上に、体験コーナーの体験者数が多かった。 

・和紙の種類、色の出し方等近い方の多さを知ってもらって、関心が深まった感じがした。 

・多くの方が体験された。石けんの良さを伝えられた。 

・ほかのブースも回っているお子さまが多く、環境について実際に学びながら体験いただくことができてよかった

です。作ったキーホルダーを見たほかのお子さまも体験に来てくださったため、集客という観点でも会場のサイ

ズ感がとてもよかったです。 

・牛乳パックがどうしてはがきになるのか実感してもらえて、楽しそうに話を聞いてくれた。 

・お子さんが楽しんで取組めたこと。それにつられて大人も参加していたこと。 

・たくさんの方にご参加いただけたので良かったです。 

・2 日間は長かったので、間伐材を使った WS を時間限定で行った。 

・毎年同じ事の繰り返しをしていて、当会の内部でのマンネリ化があることだと思います。 

・特になし 
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5

2

0 0
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1 2 3 4 5 （単位：名） 
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Q7．体験コーナーを実施されて、以下のうち、あてはまるもの全てにチェックをお願いいたします（複数

選択可）。（21件の回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q8．体験コーナーを実施されて、お気づきの点や感想などございましたらご記入ください。（12 件の回答） 

・想像を上回る人数のお客さまにご体験いただけてよかったです。お声がけにもご協力いただきましてありがとう

ございました。 

・小学生の児童が多く参加してもらえたことが良かった点です。 

・30 分 4 名定員の予定をしていましたが、想像以上にたくさんの方にお越しいただいて、早々に材料がなくなっ

てしまいました。イベントに合わせた内容の構成など、学びが多かったです。 

・①ご家族連れの方は、寒かったせいもありたくさんの荷物を手にしていた方が多く荷物を置くためのかごを用意

してよかった。 

②椅子は 2 脚だけ申し込んでいたが、待つ方へのための椅子が必要になった。 

③蜜ろうを扱ったが、蜜ろうが床に落ちて人の靴に踏まれて床が汚れることを予想していなかった。テーブル

を片付けた後に、汚れに気がつき、びっくりしました。後片付けは、出した汚れの始末まで、肝に銘じます。 

④展示用の有孔ボードは、非展示側も使えるようになっていた。出展者のコート掛けなどに使えそうだ。 

・スペースが狭い。特に冬場開催は厚着であったり、上着など持ち物が多くなるため。 

・多くの方に参加いただけてとてもよかったのですが、他の体験ブースでは途中で予定数が終わってしまっている

ブースも見受けられました。材料費を一部補助いただけると、しっかりとした数が用意できるのかと感じました。 

・体験希望者が思いの他多く、席が空く時がなく、あきらめる方もいて申し訳なかった。 

・自分たちの問題ではあるが、石けんが柔らかすぎたのか、型から外しにくかった。石けんの細かくなったものが

散らばってしまった。 

・来場者が多くいらして活動としては充実していましたが、対応に追われる形になってしまったのは、自団体の課

題として残りました。 

・時間を決めての開催としていたが、それ以外の時間にも参加を希望された来場者があり、時間を長くして開催し

た。 

・展示者の休憩による中断はしかたないが、来場者からみれば工夫してほしい点であった。 

・特にありません 
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3

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18

参加者と話すことができてよかった

自分たちの活動を知らせることができてよかった

ノベルティや作品等を持ち帰ってもらえてよかった。

新しい発見や新しいつながりができた

その他

（単位：名） 
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Q9．その他ご意見等ございましたら、お聞かせください。次年度以降開催の参考とさせていただきます。 

（6件の回答） 

・来場者、出展者へのご配慮ありがたかったです。 

・スタッフ、関係者の皆さんの努力が成果につながり、大変よかった。 

・①膝の痛む方が階段を上っており、途中で膝を抑えながら休んでいた。障害のある方へエレベーターがあるが、

気が付かなかった来場者だった？？ 

②2 月初めの開催なのでやむを得ないが、1 階の玄関付近と、地下 1 階では温度差が結構あった。朝のうちに雪

が舞ったりしたので、低湿度に気が付かなかったが、空気が乾燥していないか気になった。 

③実行委員長や副委員長、事務局のエコポリスセンターの職員の方が陰の力としてとても頑張った結果、出展

者（社）が増えたと思います。 

④いきものとのふれあいコーナーを目的にしたお子様たちがいました。開催決定が半年前になるため、新しい

年度初め前には年間計画（案）を立てて活動している企業や団体が急遽参加決定をするのは大変かと思います。

また、学校関係者はいろいろな入試の時期なので、こちらの参加も難しそうです。 

・体験コーナー等の内容は事前に出店者同士で共有できた方が良いと思います。 

・クイズラリーのために子どもたち、大人たちが動いているのは全部のブースを見るために良い仕掛けだったかも

しれないが、逆にクイズしか見てないように感じた 

・学研が指定管理の時は、運営にあまり縛りがなくて良かったと思っています。 
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１．環境なんでも見本市実行委員会とは 

エコポリスセンターで実施する「環境なんでも見本市」を、広く区民や登録環境団体（エコポリス

センターに登録する区民による環境団体）、企業などと協働で企画・運営するために組織する会。

昨年度、一昨年度の「環境なんでも見本市」出展者、および登録環境団体、かんきょう観察員、エ

コライフサポーター（エコポリスセンターに登録するボランティア）へ呼びかけをし、立候補制で

実行委員になっていただいた。 

 

２．環境なんでも見本市実行委員 構成  

いたばしエコ塾、NPO法人 いた・エコ・ネット、NPO法人 SDGsいたばしネットワーク、NPO法人 

水未来人、おもちゃの病院 板橋、新婦人絵手紙サークル、かんきょう観察員 各 1名 計 7名 

 

３．環境なんでも見本市実行委員会 開催日時       

回 日時 テーマ 
実行委員 

参加者数 
事務局＊ 

参加者数 

第 1回 2024年 9月 10日（火）14時～15時 30分  
委員会立ち上げ・見本

市の日程・概要検討 
7 5 

第 2回 10月 8 日（金） 14時～16時 
見本市の内容・出展案

内・ポスター検討 
5 6 

第 3回 11月 20日（水） 14時～16時 
出展者審査・見本市の

内容・チラシ検討 
5 5 

第 4回 2025年 1月 8日（水） 13時～13時 45分 
出展者一覧・出展内容

確認・説明会準備 
6 7 

第 5回 2月 27 日（木）14時～15時 30分 
見本市の振り返り・ま

とめ・報告書検討 
6 6 

＊事務局の構成： 板橋区環境政策課 環境教育係 2名、 エコポリスセンター 5名 

 

４．実行委員の感想 

（１）実行委員長 

・今回の一番の成果は、来場者数にあります。2日間の開催期間で延べ 3,994 名の来場者数は記録の

残る 区内の環境イベントでは最大です。来場者アンケートからは、“楽しさや賑わい”が感じられ、 

イベントが成功であったと評価できます。クイズラリーのアンケートからは、会場であるエコポリ

スセンター所在の志村地域が参加率 36％、小中学生の参加では近隣１㎞範囲の区立小学校児童が 

45％を占め、身近な地域での認知度向上が今後のリピートにつながるものと考えます。今回の成果

は、環境活動を行う市民団体を中心とした実行委員会、エコポリスセンター、区役所 所管（環境

教育係）のつながりにあると思います。やはりイベントは主催者側のパッション（情熱）が 大切

で、委員会を重ねる中でそれが共有され醸成されていろいろな工夫を生み、当日の来場者を巻 き

込む熱気につながったと思います。この経験をさらに次のステップとすることが大切です。   

  

（２）実行委員 

・2月 2日に会場へ来ましたが、たくさんの入場者がいてびっくりしました。2時間くらいかけて回

りましたが、全部最後まで見ることができなくて残念でした。展示の文を読んで理解することに時

間がかかってしまいました。エレベーターが混んでいたので、移動するのに時間がかかりました。

説明してもらったところがありましたが、あまりないものもありました。子どもたちの参加が多か

Ⅵ．環境なんでも見本市実行委員会について 
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ったので、とっても良かったと思います。 

 これからエコに対する関心が大きくなればと思います。一人一人の積み重ねが地球の温暖化を止め

ることになると思います。気候災害や気温の変化で野菜が取れなくなったり、漁獲量の変化で毎日

の平穏な生活が送れなくなったりします。私たちがこれからどんなことに気をつけて生活すればよ

いか、考えさせられました。環境なんでも見本市はそれを知らせてくれる良い企画だと思います。 

・環境課題に関心を寄せる人々が、力を合わせて作り上げ、ともに楽しんだ環境なんでも見本市。 

準備も後片付けも何もかもが楽しかったです。皆様お疲れさまでした、そしてありがとうございま

した。 

・時代は大きな転換点にあり、四半世紀の歴史を迎える「見本市」は、運営主体である行政と指定管

理者団体も、参加する市民活動団体も企業も、すべてが根底からの見直しを問われている時期にあ

ると思います。 

・こんな大きなイベントの立ち上がりに関わる経験は初めてで、貴重な経験をさせていだき、ありが

とうございました。見本市の実行にどれだけ貢献できたかわかりませんが、様々な意見が伺えて大

変勉強になりました。 

・実行委員として関わることができ、とても貴重な経験になりました。皆様のおかげで素晴らしい見

本市になったと感じています。見本市の取り組みが参加者にとって今後の環境への意識を高めるき

っかけになれば嬉しいです。 
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参考資料 

■ポスター（A3） 
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■チラシ（A4両面） 

表面 
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裏面 
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